
特集　40年目の再発見

ランタンが浮かぶ夏の黄
たそがれ

昏
　第10区天神前地域づくり実行委員会による「ランタン

の夕べ祭り」が、８月25日に天満神社前でおこなわれま

した。このイベントは、かつての天満神社の例祭のにぎ

わいを取り戻そうと今年初めて開かれたもので、50個以

上のランタンが神社前の通りに並べられました。ランタ

ンにはにじいろ保育園の園児などが描いた絵が貼り付け

られており、宵闇の中に淡い光が並ぶ光景に多くの人が

見入っていました。
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　平成26年まで使われていた旧中央公民館の展示コーナー
に、太古の海に生きていた動物の実物大復元模型が展示さ
れていました。愛嬌のある顔とシルエットから「ぷくちゃ
ん」と名付けられたこの模型こそ、本町の用地区で発見さ
れた「ヤマガタダイカイギュウ」の、生きていた当時の姿
を再現したものです。現在はふれあい会館ロビーに移され、
「ぷくちゃん」の名は新しい中央公民館と町立図書館の愛
称「ぷくらす」に受け継がれています。
　昭和53年８月、２人の小学生が世界的な大発見をしてか
ら、今年でちょうど40年となります。発見当時の状況を振
り返るとともに、貴重な発見をさらに活用していくための
新たな試みに迫りました。

渇
水
が
も
た
ら
し
た
発
見

　
今
年
の
夏
は
全
国
的
に
猛
暑
に
見
舞
わ

れ
、
町
内
で
も
雨
の
降
ら
な
い
日
が
何
日

に
も
わ
た
っ
て
続
き
ま
し
た
。
最
上
川
や

月
布
川
の
水
量
も
目
に
見
え
て
少
な
く
な

り
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
川
底
の
岩
盤
が

見
え
る
ほ
ど
の
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
今

か
ら
ち
ょ
う
ど
40
年
前
の
夏
も
、
ま
さ
に

今
年
の
よ
う
な
猛
暑
、
少
雨
の
日
々
が
続

い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
天
候
が
、

こ
の
町
に
大
発
見
を
も
た
ら
す
き
っ
か
け

の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
昭
和
53
年
夏
、
用
地
区
を
流
れ
る
最
上

川
は
、
渇
水
に
よ
っ
て
川
底
の
岩
盤
が
露

わ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
小
学
校
の
夏
休

み
中
の
８
月
21
日
、
当
時
左
沢
小
学
校
６

年
生
の
渡
辺
政
紀
さ
ん
と
斎
藤
正
弘
さ
ん

が
、
釣
り
遊
び
中
に
岩
盤
か
ら
露
出
し
た

大
き
な
動
物
の
化
石
ら
し
き
も
の
を
発
見
。

２
人
は
始
業
式
の
日
に
先
生
に
報
告
、
27

日
に
は
山
形
県
立
博
物
館
の
研
究
員
が

さ
っ
そ
く
調
査
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
２

人
の
小
学
生
が
見
つ
け
た
こ
の
大
型
動
物

の
化
石
は
、
当
初
は
ク
ジ
ラ
の
も
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
正
体
は
海
牛
の
仲
間

　
調
査
の
結
果
、
発
見
さ
れ
た
化
石
は
明

40
年
目
の
再
発
見

～
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
～

▲�ヤマガタダイカイギュウの化石発見当時の「広報お
おえ」記事（右上：昭和53年10月号、右下：昭和54
年３月号、左上：昭和54年７月号）
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▼�今年７月、用地区の化石発見現場付近の
様子。少雨の影響で水量が減少し、川底
が見えるほどの状態になっています。40
年前はさらに水量が少なかったともいい、
このような天候でなければヤマガタダイ
カイギュウは未だに発見されず、川底に
眠ったままだったかもしれません

ら
か
に
貴
重
な
も
の
だ
と
判
断
さ
れ
ま
し

た
が
、
雨
が
降
っ
て
川
の
水
量
が
元
に
戻

れ
ば
化
石
が
水
没
し
て
し
ま
う
た
め
、
早

急
に
化
石
を
掘
り
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
そ
こ
で
、
町
教
育
委
員
会
や
町
内
の
石

材
店
な
ど
の
協
力
の
も
と
、
８
月
30
日
に

発
掘
作
業
を
実
施
。
化
石
は
周
り
の
岩
石

ご
と
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
削
り
取
る
こ
と
で
掘

り
出
さ
れ
、
翌
日
県
立
博
物
館
へ
運
ば
れ

ま
し
た
。

　
発
掘
作
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
30
日
の
夕

方
は
急
な
雷
雨
と
な
り
、
そ
の
後
も
最
上

川
の
水
か
さ
は
上
昇
を
続
け
、
化
石
を
発

掘
し
た
岩
盤
は
あ
っ
と
い
う
間
に
水
面
下

に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
掘
り
出
さ
れ
た
岩
石
の
中
か
ら
は
、
長

さ
約
50
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
頭
骨
を
は
じ

め
、
多
く
の
骨
の
化
石
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
県
立
博
物
館
で
こ
れ
ら
の
骨
を
岩
石

の
中
か
ら
取
り
出
し
て
詳
し
く
調
べ
、
さ

ら
に
ジ
ュ
ゴ
ン
の
仲
間
で
あ
る
「
海
牛

類
」
研
究
の
世
界
的
権
威
と
し
て
知
ら
れ

た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ド
ム
ニ
ン
グ
博
士

に
写
真
を
送
付
し
、
鑑
定
を
依
頼
。
そ
の

結
果
、
用
地
区
で
発
見
さ
れ
た
化
石
は
ク

ジ
ラ
で
は
な
く
、
は
る
か
大
昔
に
生
息
し

て
い
た
海
牛
類
の
も
の
で
あ
り
、
新
種
の

可
能
性
も
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。

進
化
の
謎
を
解
く
カ
ギ
に

　
昭
和
57
年
８
月
、
海
牛
化
石
の
正
式
な

鑑
定
を
お
こ
な
う
た
め
、
ド
ム
ニ
ン
グ
博

士
が
来
町
。
発
掘
さ
れ
た
化
石
の
調
査
と

用
地
区
の
現
地
調
査
を
実
施
し
、
発
見
さ

れ
た
化
石
が
新
種
の
海
牛
類
の
も
の
で
あ

る
と
太
鼓
判
を
押
し
ま
し
た
。
こ
の
新
発

見
の
海
牛
に
は
、
発
見
地
の
県
名
で
あ
る

「
山
形
」
か
ら
名
前
を
と
っ
て
「
ヤ
マ
ガ

タ
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
」
と
和
名
が
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　
海
牛
類
に
は
、
現
在
も
生
息
し
て
い
る

ジ
ュ
ゴ
ン
や
、
約
２
０
０
年
前
ま
で
生
息

し
て
い
た
ス
テ
ラ
ー
カ
イ
ギ
ュ
ウ
な
ど
が

い
ま
す
。
ド
ム
ニ
ン
グ
博
士
は
、
海
牛
類

が
こ
れ
ら
の
種
へ
進
化
し
て
い
く
過
程
で

歯
や
指
が
失
わ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
て
お

り
、
そ
う
し
た
体
の
変
化
の
途
中
に
あ
た

る
海
牛
が
い
た
は
ず
だ
と
予
想
し
て
い
ま

し
た
。
用
地
区
で
見
つ
か
っ
た
ヤ
マ
ガ
タ

ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
は
指
の
骨
が
小
さ
く

な
っ
て
い
る
一
方
、
歯
は
そ
の
形
を
ま
だ

残
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
ま
さ
に
進
化

の
空
白
を
埋
め
る
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ

ギ
ュ
ウ
の
発
見
は
海
牛
類
の
進
化
を
知
る

う
え
で
非
常
に
大
き
な
意
義
が
あ
っ
た
と

い
え
ま
す
。

ヤマガタダイカイギュウ　　　
　　　　　　　（学名：Dusisiren dewana ）
◦生息時期:約 900万年前
◦体長:約 3.8m（実物大模型より）
◦食性:草食性
◦特徴:�現在のジュゴンのように泳ぎはゆっく

りで、性格もおとなしく、浅い海の底
でコンブなどの海藻を食べて生きてい
たと考えられている。

※�情報提供…山形県立博物館研究員・石黒宏治さん

実物大模型（ふれあい会館展示物）
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▲�左沢高校美術部によるヤマガタダイカイギュウ化石レプ
リカの着色作業

ぷ
く
ち
ゃ
ん
誕
生
へ
の
道

　
山
形
県
立
博
物
館
で
は
、
ヤ
マ
ガ
タ
ダ

イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の
全
身
骨
格
の
レ
プ
リ
カ

が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
に
発
見
さ
れ
た
化
石
は
頭
骨
を
含
む

上
半
身
の
骨
だ
け
で
し
た
。
下
半
身
の
骨

は
、
ア
メ
リ
カ
で
ほ
ぼ
全
身
の
骨
格
が
発

見
さ
れ
た
ジ
ョ
ル
ダ
ン
カ
イ
ギ
ュ
ウ
を
参

考
に
し
て
復
元
さ
れ
た
も
の
で
す
。
骨
格

レ
プ
リ
カ
が
完
成
し
た
の
は
、
昭
和
60
年

３
月
の
こ
と
で
し
た
。

　
発
掘
地
で
あ
る
本
町
で
は
、
ヤ
マ
ガ
タ

ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の
実
物
大
の
復
元
模
型

を
制
作
し
て
町
の
目
玉
に
し
よ
う
と
い
う

声
が
高
ま
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
県
立
博

物
館
の
骨
格
模
型
写
真
に
肉
が
付
い
た
姿

の
図
面
が
作
ら
れ
、
そ
れ
を
も
と
に
石
膏

で
原
型
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
原
型

は
ド
ム
ニ
ン
グ
博
士
に
よ
っ
て
修
正
が
加

え
ら
れ
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
実
物
大
の

復
元
レ
プ
リ
カ
が
完
成
。
昭
和
60
年
12
月

25
日
、
当
時
の
中
央
公
民
館
に
展
示
さ
れ
、

ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の
生
き
て
い

た
こ
ろ
の
姿
が
再
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
よ
り
多
く
の
人
に
ヤ
マ
ガ
タ

ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、
こ
の
レ
プ
リ
カ
に
愛
称
を
付
け
る
こ

と
に
な
り
、
公
募
の
結
果
愛
称
は
「
ぷ
く

ち
ゃ
ん
」
に
決
定
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ

ズ
も
制
作
さ
れ
、
そ
の
愛
ら
し
い
姿
と

ネ
ー
ミ
ン
グ
も
相
ま
っ
て
、
ヤ
マ
ガ
タ
ダ

イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
と
「
ぷ
く
ち
ゃ
ん
」
は
町

民
の
皆
さ
ん
に
長
く
愛
さ
れ
る
存
在
と
な

り
ま
し
た
。

最
新
技
術
で
新
た
な
試
み

　
昨
年
３
月
、
県
立
博
物
館
の
依
頼
を
受

け
た
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
で
、
ヤ

Interview

石黒宏治さん

山形県立博物館
研究員

（地学部門）

　国内で発見された海牛化石には、ヤマガタダイ
カイギュウのほかに福島県喜多方市（旧高郷村）
で見つかったアイヅタカサトカイギュウ、北海道
滝川市で発掘されたタキカワカイギュウがあり、
この３種が日本の海牛類研究のベースとなってい
ます。これら３種の中でも、ヤマガタダイカイギュ
ウは頭骨がほぼ完全な形で残っていることなどか
ら、特に貴重な化石だということがいえます。
　ヤマガタダイカイギュウという和名には「ダイ」
が含まれています。これは、発見当時にはこのよ
うな大型動物の化石があまり見つかっておらず、
現在のジュゴンやマナティーと比べても体が大き
かったことから付けられたのだと思います。
　10月には２人の発見者の母校・左沢小学校で
出張授業をおこなう予定です。ヤマガタダイカイ
ギュウの化石は世界で一体しかなく、県の天然記
念物に指定された県民全体の宝でもあります。こ
れを機会に、発見地である大江町の子どもたちに
も興味を持ってもらえればうれしいですね。

３Ｄ技術普及で
さらなる進化を

▲�今年２月の「シェイクラボ」で展示された、ヤマガタダイ
カイギュウの全長約40cmのスケルトンレプリカ。発掘さ
れた骨が体の内側にどのように付いていたかが分かります
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マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の
化
石
の
３
Ｄ

ス
キ
ャ
ン
に
よ
る
デ
ー
タ
化
が
お
こ
な
わ

れ
ま
し
た
。
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
は
物
体
を
３

次
元
の
デ
ー
タ
と
し
て
取
り
込
む
技
術
で
、

こ
の
デ
ー
タ
を
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
出
力

す
れ
ば
、
元
の
物
体
に
忠
実
な
複
製
を
簡

単
に
作
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
デ
ー
タ
を
利
用
し
て
、
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
で
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の

化
石
の
レ
プ
リ
カ
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
本
物
の
化
石
と
細
部
ま
で

同
じ
形
で
あ
り
な
が
ら
気
軽
に
触
れ
ら
れ

る
た
め
、
見
学
者
に
実
際
に
手
で
触
っ
て

体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
２
月
25
日
に
中
央
公
民
館
で

開
か
れ
た
「
大
江
町
の
博
覧
会
シ
ェ
イ
ク

ラ
ボ
」
で
も
体
験
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

多
く
の
来
場
者
が
頭
骨
の
レ
プ
リ
カ
に
触

れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
化
石
の
３
Ｄ
デ
ー
タ
化
は
研
究

の
面
に
お
い
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
し
ま
す
。
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ

ウ
の
実
際
の
化
石
は
県
立
博
物
館
が
所
蔵

し
て
い
ま
す
が
、
大
変
貴
重
な
標
本
で
あ

る
た
め
、
研
究
目
的
で
あ
っ
て
も
簡
単
に

は
持
ち
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
デ
ー

タ
で
あ
れ
ば
容
易
に
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
る
う
え
、
立
体
で
あ
る
た
め
実
物
と
同

じ
よ
う
に
化
石
を
観
察
す
る
こ
と
が
可
能

で
す
。
多
く
の
研
究
者
が
デ
ー
タ
を
共
有

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
後
研
究
が
さ
ら

に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

未
来
の
海
へ
と
泳
ぎ
出
す

　
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の
発
見
か

ら
今
年
で
40
年
と
な
る
こ
と
を
記
念
し
、

県
立
博
物
館
で
は
９
月
22
日
か
ら
プ
ラ
イ

ム
企
画
展
「
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ

と
人
魚
た
ち
―
―
１
千
万
年
進
化
の
ド
ラ

マ
―
―
」
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
こ

の
展
示
物
の
一
つ
と
し
て
、
県
立
産
業
技

術
短
期
大
学
校
で
デ
ー
タ
化
さ
れ
た
化
石

の
モ
デ
ル
を
も
と
に
、
山
形
大
学
工
学
部

の
石せ

っ
こ
う膏
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
頭
骨
な
ど
の

実
物
大
模
型
が
作
ら
れ
、
左
沢
高
校
美
術

部
の
生
徒
た
ち
が
着
色
作
業
を
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
会
館
の
実
物
大
レ

プ
リ
カ
「
ぷ
く
ち
ゃ
ん
」
も
展
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
本
町
で
は
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ

ギ
ュ
ウ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
性
に
再
注
目
し
、

Ｐ
Ｒ
や
地
域
活
性
化
に
生
か
そ
う
と
す
る

動
き
も
あ
り
ま
す
。
町
営
バ
ス
の
停
留
所

表
示
板
も
、
今
年
か
ら
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ

イ
ギ
ュ
ウ
の
顔
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
親
し
み

や
す
い
デ
ザ
イ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
ヤ
マ

ガ
タ
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
が
モ
チ
ー
フ
の
ご

当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
憑

ひ
ょ
う
し
ん
身
シ
ェ
イ
ガ
ー
」
も
、

町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
躍
中
で
す
。

　
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
の
発
見
後
、

国
内
で
は
ア
イ
ヅ
タ
カ
サ
ト
カ
イ
ギ
ュ
ウ
、

タ
キ
カ
ワ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
と
い
っ
た
海
牛
類

の
化
石
が
相
次
い
で
発
見
さ
れ
、
こ
れ
ら

の
同
種
と
み
ら
れ
る
化
石
も
発
掘
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ

ギ
ュ
ウ
の
化
石
は
40
年
前
に
用
地
区
で
見

つ
か
っ
た
１
体
の
み
で
、
現
在
世
界
中
の

ど
こ
を
探
し
て
も
他
に
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

９
０
０
万
年
と
い
う
気
の
遠
く
な
る
よ
う

な
時
間
を
経
て
発
見
さ
れ
た
、
こ
の
町
の

「
先
住
者
」
で
あ
る
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ

ギ
ュ
ウ
。
新
し
い
研
究
や
技
術
、
発
想
に

よ
っ
て
こ
れ
か
ら
も
進
化
し
続
け
、
私
た

ち
に
新
し
い
姿
を
見
せ
続
け
て
く
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Interview

斎藤正弘さん
（用出身）

ヤマガタダイカイギュウ
化石発見者

　もう一人の発見者の渡辺政紀さんとは、
当時いつも一緒に遊んでいました。あの
日、ヤマガタダイカイギュウの化石を見
つけたのも、一緒に魚釣りに行っていた
時のことです。実は川での魚釣りは学校
で禁止されていて、むしろ先生に叱られ
たことの方が記憶に残っていますね。
　見つけた時は、恐竜の化石ではないか
と思っていました。クジラの骨ではと聞
いた時は正直残念に思ったのですが、式
典などに呼ばれて初めて「すごい発見
だったんだ」と実感しました。
　あれから40年。大昔の生き物について
今の子どもたちが興味を抱いてくれたら
うれしいですし、そういった環境整備に
関しても力になれたらと思っています。

※参考資料…「ヤマガタダイカイギュウ」山形県立博物館

▲�山形県立博物館のヤマガタダイカイギュウ全身骨格模型。よく見る
と、実際に発掘された部分と、ジョルダンカイギュウの骨格をもとに
復元された部分の色が異なっているのが分かります

5・広報おおえ

■ 特集　40年目の再発見



　交通事故防止の意識高揚を図るための大江町交通安

全町民大会が、９月２日にふれあい会館で開催され、

町の交通安全対策協議会などの関係者のほか、町内各

団体、一般参加者など合わせて約400人が参加しました。

　近年、県内での交通事故による死者のうち半数以上

を65歳以上の高齢者が占めていることなどから、今大

会では山形県交通安全活動推進センターによる高齢者

交通安全講習会がおこなわれ、高齢者を事故から守る

ための方法などが分かりやすく解説されました。

　また、この日は大江中学校吹奏楽部による演奏が披

露されたほか、にじいろ保育園と大江幼稚園のかもし

かクラブの子どもたちが、山形県警察のマスコット

キャラクター・カモンくんや町のご当地ヒーロー・憑

身シェイガーと一緒に「交通安全マーチ」を踊り、会

場を沸かせました。

　その後、左沢高校生活委員会の柏倉小弥花さん（寒

河江市）と結城しずくさん（美郷）が、これまで取り

組んできた安全活動について発表。「今後も安全な学

校生活のために、活動を続けていきます」と決意表明

し、大会を締めくくりました。

■一丸となって安全な町を目指す
　～大江町交通安全町民大会～1

　宮城県亘理町の山田周伸町長が８月27日に本町を

訪れ、渡邉町長と「えんころ舟唄交流事業に関する

協定書」を取り交わしました。この協定は平成24年

度に初めて締結されたもので、両町が地域活性化に

向けて友好な関係を保ち協力しながら、仙山交流・

海山交流という観点で人とものとの交流をおこなう

ことが定められています。

　今回結ばれた協定の期間は、平成32年度までの３

年間です。今後も両町の物産市や民謡大会などを通

じて、友好関係がますます深まっていくことが期待

されます。

■海と山の交流さらに深める
　～えんころ舟唄交流事業に関する協定延長～2 　

平
成
30
年
第
２
回
大
江
町
議
会
臨
時
会

が
、
８
月
24
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
臨
時
会
で
は
、
平
成
30
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

《
専
決
処
分
の
承
認
》

　
山
形
県
医
療
給
付
事
業
補
助
金
交
付
規

程
の
改
正
に
伴
う
、
大
江
町
医
療
給
付
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
専
決
処

分
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

《
補
正
予
算
》

　
平
成
30
年
度
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
、
左
沢
駅
前
公
有
地
へ
の
企
業
誘
致
に

関
す
る
費
用
の
計
上
に
よ
り
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
５
１
５
０
万
円

を
追
加
し
、
48
億
８
２
８
０
万
円
と
す
る

補
正
予
算
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議会
town council

第２回臨時会

▲かもしかクラブの園児による「交通安全マーチ」

▲左沢高校生活委員会の決意表明

平成３０年９月号・6
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輝いて

今 様々な分野で活躍され、表彰された町民の方々を紹介します

平成30年度
全国高等学校総合体育大会

　
平
成
30
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

陸
上
競
技
が
８
月
１
日
か
ら
６
日

に
か
け
て
三
重
県
伊
勢
市
で
開
催

さ
れ
、
女
子
４
×
１
０
０
メ
ー
ト

ル
リ
レ
ー
で
岡
田
悠
さ
ん
が
第
１

走
者
を
務
め
る
山
形
中
央
高
校

チ
ー
ム
が
見
事
第
３
位
に
輝
き
ま

し
た
。
こ
の
大
会
の
予
選
で
45
秒

81
を
マ
ー
ク
し
、
山
形
県
記
録
を

更
新
。
準
決
勝
を
通
過
し
、
決
勝

で
は
１
位
か
ら
４
位
ま
で
が
45
秒

台
と
い
う
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
の

中
で
、
45
秒
82
を
記
録
し
３
位
の

メ
ダ
ル
を
も
ぎ
取
り
ま
し
た
。

　「
去
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
は
、

同
じ
メ
ン
バ
ー
、
同
じ
走
順
で
６

位
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
の

で
、
今
年
は
絶
対
に
日
本
一
に
な

る
と
決
め
て
練
習
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。３
位
に
な
っ
た
時
は
、

正
直
悔
し
い
気
持
ち
が
強
か
っ
た

で
す
」
と
、
率
直
な
感
想
を
話
し

て
く
れ
た
岡
田
さ
ん
。
昨
年
の
課

題
だ
っ
た
バ
ト
ン
パ
ス
を
重
点
的

に
練
習
し
、
大
会
当
日
の
天
候
を

想
定
し
て
あ
え
て
暑
い
中
で
練
習

を
お
こ
な
う
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
向
け
て
あ
ら
ゆ
る
対
策
を

練
っ
て
き
た
そ
う
で
す
。

「
こ
の
大
会
に
す
べ
て
を
か
け
る

思
い
で
が
ん
ば
っ
て
き
ま
し
た
。

本
番
で
は
気
持
ち
も
走
り
も
す
べ

て
出
し
切
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
、
今
は
悔
い
は
な
い
で
す
。
メ

ダ
ル
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
た

の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　
10
月
に
は
Ｕ
18
日
本
陸
上
競
技

選
手
権
、
日
本
陸
上
競
技
選
手
権

リ
レ
ー
競
技
大
会
と
大
き
な
大
会

を
控
え
、
さ
ら
に
は
来
年
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
も
視
野
に
入
れ
て
練
習

に
励
ん
で
い
る
岡
田
さ
ん
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
が
チ
ー
ム

の
柱
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
個
人
種
目
で

も
、
も
っ
と
良
い
記
録
が
出
せ
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
ね
」

　
全
国
の
ラ
イ
バ
ル
と
競
い
合
う

岡
田
さ
ん
の
挑
戦
は
、
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い
き
ま
す
。

女子４×100ｍリレー第３位

山
形
中
央
高
校
２
年

岡
田　
悠 

さ
ん
（
蛍
水
）

▲�８月４日のインターハイ決勝、スタート
を切る第１走者の岡田さん

写真提供：㈱Ｐ＆Ｐ浜松

第
73
回
山
形
県
総
合
美
術
展
（
敬
称
略
）

【
入
選
】

日
本
画

「
峻
嶺
」　
　
川
村
秀
子
（
４
区
）

彫
　
刻

「
師
匠
」　
　
佐
藤
　
進
（
８
区
）

【
奨
励
賞
】

「
つ
よ
い
ぞ
！
　
カ
ブ
ト
ム
シ
」

　
　
　
庄
司
　
暖
（
に
じ
い
ろ
保
育
園
）

「
最
上
川
の
景
色
」

　
　
　
伏
貫
珠
生
（
大
江
中
１
年
）

【
入
選
・
園
児
】

（
大
江
幼
稚
園
）

　
大
沼
愛
奈

　
鹿
野
蒼
大

　
佐
竹
　
唯

　
淀
谷
理
希

　
佐
藤
　
優

　
木
村
麻
人

（
に
じ
い
ろ
保
育
園
）

　
神
保
健
太

　
後
藤
　
暖

【
入
選
・
小
学
生
】

古
沢
将
太

（
左
沢
小
５
年
）

【
入
選
・
中
学
生
】

鈴
木
舞
乃

（
大
江
中
３
年
）

佐
竹
叶
夢

（
大
江
中
１
年
）

第
60
回
こ
ど
も
県
展
（
敬
称
略
）

7・広報おおえ



❶

❷ ❸

❹

❺

①中央通り商店街の青竹ちょう
ちんと花火のコラボレーション
②14日、小倉交流館で開催され
た「魚つかみどり大会」　③15日、
吉村知事のカウントダウンにより
花火打ち上げ開始　④15日、サ
マー・コミュニケーション・フェ
スでのＯーＳＴＥＰキッズダンス
「Ｓ

ス マ イ ズ
ＭＩＺＥ」のパフォーマンス

⑤15日、水難者の霊を弔う川供養
⑥15日、原町露店市の様子　⑦15
日、川を彩る色とりどりの灯ろう
⑧左沢駅前通りを照らす行燈

　本町の夏の風物詩である「水郷大江夏まつり」が、８月10日から16日にかけて開催
されました。今年の夏まつりでは、８区行燈まつりのオープニングイベントを皮切り
に、朝市、魚つかみどり大会など連日さまざまなイベントが催されました。
　15日夜には、96年と県内で最も古い歴史を持つ灯ろう流し花火大会が開催されまし
た。少雨による最上川水位の不足が心配されたものの、川面を流れる灯ろうの柔らか
な明かりと、轟音とともに夜空に咲き乱れる花火の共演が今年も実現し、およそ９万
人の来場者が大江の夏の夜を満喫していました。

❻

❼ ❽

平成３０年９月号・8



水郷大江夏まつり
８月10日～16日

9・広報おおえ



　新成人となった節目をふるさとで祝う大江町成人式が、８月14日

にふれあい会館で開かれました。今年は平成９年４月２日から平成

10年４月１日までに生まれた83人が成人式を迎え、そのうち51人が

出席しました。

　式典では、渡邉町長が「大人になってからは、厳しいときには自

分が作り上げてきた力で乗り越えるしかありません。これから皆さ

んが自身を立派な人間として完成させてくれると信じています」と

式辞を述べ、記念品を成人者に贈呈しました。成人者からは町へ記

念品として図書一式が贈られ、代表の鈴木天乃さん（諏訪原出身）

が「これまで私たちを育ててくれた両親や周りの方への感謝を忘れ

ず、今後も一歩一歩成長して、社会を背負って立つ社会人の一員に

なります」と、成人の誓いの言葉を力強く述べました。

　式典後には「20歳のつどい」が中央公民館で開かれ、久々に再会

した同級生や恩師と思い出話に花を咲かせていました。

８
14 ふるさとで成人としての第一歩

　第21回山形県ジュニア駅伝競走大会と第43回蔵王坊

平クロスカントリー大会が、８月５日に蔵王坊平で開

催されました。ジュニア駅伝には、町内の小中学生の

中から男女各５人が大江町チームとして出場。クロス

カントリーには男女合わせて８人が参加しました。

　時折雨が降る中おこなわれた駅伝では、第１区で大

江中学校２年生の菊地道登さん（梨木原）が区間３位

のタイムを記録するなど、各選手とも力強い走りでた

すきをつなぎ、男女ともに総合順位で昨年を大きく上

回る成績を残しました。

８
５ 強豪ひしめく中で大健闘！

▲�記念品を贈呈した「20歳のつどい」
実行委員長の井上翔太さん（小見）

▲誓いの言葉を述べた鈴木天乃さん

平成３０年９月号・10
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　消防団員の操法技術の向上と士気高揚を図るため

の西村山支部消防操法大会が、８月５日に河北町の

サハトべに花で開かれました。本町からは第４分団

自動車部と第３分団第２部が出場。約２カ月間、平

日早朝や休日に訓練をおこなってきた選手たちは、

応援に駆け付けた地元の皆さんの前で見事なチーム

ワークと操法技術を披露しました。

８
５ ５市町の精鋭がしのぎを削る

　大江ロータリークラブ（会長：木村圭一さん・

６区）の国際交流事業で、交換留学生としてブラ

ジルから来町したナオミ・ヒロセさんが、８月13

日に渡邉町長を訪問しました。大江ロータリーク

ラブの留学生受け入れは約10年ぶりで、滞在期間

は来年６月までとなります。

　本町の豊かな自然や星空が大好きだというヒロ

セさん。２学期から左沢高校に２年生として編入

し、授業や学校行事はもちろん、ロータリークラ

ブの活動のほか町のイベントにも参加して、町民

の皆さんと交流を深めていく予定です。

８
13 国境を越えて交流を広げる

　大江中学校恒例の体育行事「躍動祭」が、８月

25日に開催されました。今年のスローガンは「『闘

魂』～燃えろ闘志　輝け大江魂～」。全校生徒が

赤軍と白軍に分かれ、綱引きや棒倒し、騎馬戦な

どさまざまな競技で競い合いました。また、赤軍

白軍それぞれが「風神雷神」をベースとした迫力

ある応援看板を制作し、応援合戦では両軍ともに

声を振り絞っての応援を披露しました。

　最終種目の対抗リレーでは、急に降り出した激

しい雨の中、両軍の選手たちがびしょ濡れになり

ながら全力の走りを見せていました。

８
25 土砂降りの中でも躍動！

▲ポンプ車の部優良賞・第４分団自動車部

▲小型ポンプの部優良賞・第３分団第２部

指揮者　小林　克志（美　郷）

１番員　渡邉　貴幸（諏訪原）

２番員　林　　大輝（上北山）

３番員　石沢　健翔（諏訪原）

補　欠　渡辺謙太郎（塩野平）

補　欠　菊地　大道（梨木原）

指揮者　松田　秀樹（貫　見）

１番員　鹿股　桂一（藤　田）

２番員　村中　亮竜（貫　見）

３番員　柏倉　正志（月が丘）

４番員　庄司　光幸（小漆川）

補　欠　松田　　誠（貫　見）

補　欠　冨樫　俊介（藤　田）

第
４
分
団
自
動
車
部

第
３
分
団
第
２
部

出　場　者

11・広報おおえ

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎（62）2１８７Town TopicsTown Topics



※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、毎
月
20
日（
必
着
）ま
で

　
役
場
総
務
課
に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
熊
は
穴
に
籠
も
っ
て
春
ま
で
冬
眠
す
る
と
い

う
。
東
京
周
辺
に
住
む
友
人
は
、
今
年
の
夏
は
ま

る
で
「
夏
眠
」
だ
よ
、
と
電
話
の
向
こ
う
で
元
気

が
な
い
、
連
日
一
日
中
エ
ア
コ
ン
を
つ
け
っ
ぱ
な

し
に
し
た
夏
は
初
め
て
だ
、
と
も
言
っ
た
。

　
会
議
の
お
こ
な
わ
れ
る
場
所
ま
で
歩
い
て
10
分

ほ
ど
の
駐
車
場
に
車
を
止
め
た
。
車
の
窓
を
開
け

た
ら
熱
風
が
ど
ど
ー
っ
と
、
ま
る
で
サ
ウ
ナ
風
呂
、
金
色
の
細
い
布

と
糸
が
絡
み
合
う
よ
う
に
太
陽
が
燃
え
て
い
る
。
薄
い
、
い
や
毛
の

な
い
頭
を
さ
ら
す
の
も
な
あ
ー
…
…
、
見
れ
ば
車
内
に
大
き
め
の
黒

い
雨
傘
、
日
傘
で
は
な
い
が
、
日
除
け
の
機
能
は
十
分
あ
る
。
背
筋

を
伸
ば
し
、
堂
々
と
雨
傘
高
く
県
都
の
ど
真
ん
中
を
歩
い
て
会
場
に

着
い
た
。
入
口
か
ら
入
っ
た
途
端
「
涼
し
い
ー
」、
気
分
爽
快
、
な

の
に
受
付
嬢
は
、「
雨
傘
で
す
か
」
と
声
高
に
、
し
か
も
は
っ
き
り

と
「
の
た
も
う
た
」。
我
と
て
人
、
頭
の
て
っ
ぺ
ん
が
一
瞬
「
カ
ッ
」

と
熱
く
な
っ
た
、心
な
い
言
葉
は
人
を
熱
く
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

大
き
な
黒
い
傘
を
手
に
持
ち
会
場
に
入
る
と
、
さ
ら
に
お
二
人
の
ご

婦
人
か
ら
―
―
念
に
は
念
を
入
れ
て
と
い
う
こ
と
か
―
―
同
じ
言
葉

を
頂
い
た
。
あ
ー
、
持
つ
傘
に
よ
っ
て
品
性
ま
で
決
め
ら
れ
る
よ
う

な
お
言
葉
、
い
っ
と
き
「
カ
ッ
」
が
10
分
ほ
ど
収
ま
ら
な
か
っ
た
、

年
寄
り
の
冷
や
水
と
は
い
う
も
の
の
…
…
、涼
気
は
ゼ
ロ
に
な
っ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
に
教
育
を
施
す
「
義
務
」
が
国
民
一
人
ひ
と
り
に
あ

る
と
い
う
。
義
務
教
育
現
場
の
教
室
は
、
命
の
危
険
の
暑
さ
だ
、
な

の
に
こ
の
会
場
の
大
人
は
快
適
冷
房
、
な
ん
ち
ゅ
う
こ
っ
た
…
…
、

と
「
カ
ッ
」
が
知
ら
な
い
う
ち
に
大
声
で
演
説
さ
せ
て
い
た
。
気
が

つ
い
た
が
後
の
祭
り
だ
。
座
は
白
け
て
い
る
か
と
思
い
き
や
、
見
れ

ば
皆
さ
ん
が
じ
ー
っ
と
聴
い
て
い
た
よ
う
に
は
思
え
た
。
さ
す
が
に

「
全
国
区
」
の
皆
様
で
は
あ
る
が
、「
カ
ッ
」
で
の
ス
ピ
ー
チ
は
い
た

だ
け
な
い
。
寝
つ
き
の
悪
い
夜
と
な
っ
た
…
…
。

　
次
の
日
に
、大
江
町
の
義
務
教
育
現
場
の
す
べ
て
の
教
室
は
、ク
ー

ラ
ー
の
設
置
率
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
と
報
道
さ
れ
た
。改
め
て
町
民
・

議
員
・
職
員
各
位
の
時
代
を
先
取
り
し
た
ク
ー
ラ
ー
設
置
提
案
を「
思

い
出
し
」
た
ら
、
い
つ
の
間
に
か
「
カ
ッ
」「
カ
ッ
」「
カ
ッ
」
は
、

頭
の
中
を
い
く
ら
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
。「
思
い
出
し
」
が
前

日
の
朝
だ
っ
た
ら
、
あ
の
大
演
説
は
し
な
か
っ
た
は
ず
な
の
に

な
ぁ
ー
。
後
悔
よ
、
た
ま
に
は
先
に
や
っ
て
き
て
く
れ
。

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

　先月15日に「灯ろう流し花火大会」がおこなわれ
まし

た。大変な盛況ぶりで、その勢いたるや開催中通信
回線

がパンクするほど。それはＳＮＳによるリアルタイム
の発

信ができないということで、私にとっては一大事でし
た。

大江町最大規模のこのイベントをＳＮＳ上で共有で
きな

かったのは大変心残りですが、裏を返せば訪れてくれ
た皆

さんが各々情報を発信してくださっているということ
なの

で、結果オーライでしょうか。
　そんなことを考えながら花火を撮影していて驚き

ました。間近で見る花

火はこんなにも美しいものかと、同時にどんなバー
チャルな表現も決して

及ばない生の力強さを感じました。「スマホばかり
見てないで空の花火を

見てみろ」という言葉がどこからか聞こえた気がし
て、そんな日があって

もいいのかなぁと思いました。
◆「facebook」http://ur2.link/LCx0　
◆「twitter」http://ur2.link/LCxb

地域おこし協力隊　

　坂口祥太

町長
Column
町長
Column
コ ラ ム

↑素敵な花火！！　百目木から撮影

地域おこし協力隊通信 №46

●
　
短
　
歌
　
●

夕
風
に
数
々
の
花
咲
き
誇
り
鉢
植
え
の
木
々
も
通
り
よ
り
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
　
馥

故
里
の
雨あ
ま
が
さ傘

滝だ
き

や
伏ふ
し

辺べ

山や
ま

脳
裏
過よ
ぎ

り
て
眠
り
に
着
け
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
磨
砂
湖

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
絢
爛
豪
華
で
あ
ら
ま
ほ
し
夜
空
に
開
く
花
火
の
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
家
　
重
之

ラ
ジ
オ
か
ら
玉
音
流
れ
泣
い
た
日
の
十
五
の
夏
は
あ
れ
か
ら
七
十
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
つ
ね
よ

八
十
路
坂
一
日
ド
ッ
ク
を
受
け
る
た
び
身
の
丈
縮
み
思
ひ
侘
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
與
鼓

み
は
る
か
す
連
峰
に
残
雪
か
が
や
け
ど
砂
漠
の
ご
と
き
わ
が
畑
か
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
徳
治

●
　
俳
　
句
　
●

五
臓
六
腑
振
動
残
る
花
火
か
な	

阿
部
　
一
風

空う
つ
せ
み蝉

の
主
は
い
ず
こ
か
鳴
く
は
な
し	

鴨
田
富
士
夫

向
日
葵
や
大
声
で
立
つ
青
空
へ	

松
田
　
　
馥

盆
迎
へ
花
屋
の
床
の
水
浸
し	

安
藤
　
桂
花

隣
で
も
ま
ろ
う
ど
来
た
り
花
火
の
日	

山
家
　
重
之

初
盆
や
流
す
百
万
本
の
薔
薇	

熊
谷
　
　
勉

秋
出
水
最も

上が
み

川
が
濁
す
日
本
海	

舟
山
　
三
男

惜
し
む
ご
と
平
成
最
後
の
秋
暑
し	

伊
藤
　
啓
泉
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夢
に
向
か
っ
て
全
力
投
球
！

　
鈴
木
い
ず
み
さ
ん
　（
23
歳
・
１
区
）

　小さいころ、外で遊ぶのが大好きだっ

たという鈴木さん。中学生の時にソフト

ボール部に入部してから、高校、大学と

ソフトボールを続け、大学３年生の時に

は東北総体でチームとして見事優勝の栄

冠を勝ち取りました。

「いいプレーが出るとチームみんなで盛

り上がる、その雰囲気が大好きなんです」

と、鈴木さんはソフトボールの魅力を語

ります。

　今年４月からは、さがえ西村山農業協

同組合で窓口業務を担当。金融業務とい

うこともあって勉強することが多く、忙

しい日々が続きますが、「将来は皆さん

に頼られるような職員になりたいです」

と、前向きに仕事に取り組んでいます。

　そんな鈴木さんの楽しみの一つが、旅

行に行って写真を撮ること。これまで関

東、関西、中国地方と、さまざまな土地

を訪れたそうです。

「行ってみたい場所は、北陸、九州……

あと、いつかはオーロラをこの目で見た

いです！」と、夢は尽きないようです。

とエンジョイ！
町内でスポーツや文化
活動などを楽しんでいる
皆さんをご紹介します。

月刊仲間
シリーズ企画

No.19

▲おおえ舟唄太鼓の会の皆さん

▲10月の大会に向けて練習に励んでいます

　町に新しい伝統として和太鼓を根付かせようと、
平成８年に結成されたおおえ舟唄太鼓の会。現在は
町内の子どもたちもメンバーに加わり、11人で活動
中です。町の文化祭などのイベントで力強い音色を
披露しているほか、太鼓のジュニア大会にも参加し
ており、平成25年には県代表として全国大会に出場
しました。
　「みんなの音が一つにそろった時の心地良さは、
太鼓ならではの魅力だと思います」と話す、会長の
村上さん。「今太鼓を叩いている子どもたちが大人
になった時、また子どもたちに太鼓を伝えていく、
そのような文化の伝承のサイクルができればいいな
と思っています」

おおえ舟唄太鼓の会
会長：村上晃治 さん（９区）

13・広報おおえ



平
成
30
年
度
直
営
除
雪
機
械

運
転
手
を
募
集
し
ま
す

◆
応
募
資
格
／
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
　
①
大
型
特
殊
自
動
車
免
許
を
取
得

し
て
お
り
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能

講
習
を
修
了
し
て
い
る
こ
と
、
②
昭
和
23

年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
あ
る
こ
と
、

③
中
型
自
動
車
が
運
転
で
き
る
こ
と（
平
成

19
年
６
月
２
日
以
降
に
免
許
を
取
得
さ
れ

た
方
は
中
型
免
許
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
）

◆
雇
用
期
間
／
12
月
15
日
～
平
成
31
年
３

月
15
日

※
降
雪
状
況
に
よ
り
雇
用
期
間
延
長
の
場

合
有
り
。

◆
勤
務
時
間
／
月
～
金
曜
日
　
８
時
半
～

17
時
15
分

※
降
雪
状
況
に
よ
り
早
朝
除
雪
お
よ
び
土

日
祝
日
の
勤
務
有
り
。

◆
賃
金
／
経
験
年
数
５
年
以
上
…
日
額
１

４
２
０
０
円
、
経
験
年
数
３
年
以
上
…
日

額
１
３
７
０
０
円
、
経
験
年
数
２
年
以
下

…
日
額
１
３
０
０
０
円

◆
募
集
定
員
／
６
名
程
度

◆
募
集
締
切
／
９
月
28
日（
金
）

◆
採
用
決
定
／
応
募
多
数
の
場
合
は
書
類

審
査
の
う
え
決
定

◆
応
募
方
法
／
建
設
水
道
課
窓
口
備
え
付

け
の
除
雪
臨
時
運
転
手
雇
用
申
込
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
必
要
書
類
を
添
付
の
う

え
、
建
設
水
道
課
管
理
係
へ
提
出

※
健
康
診
断
書
は
視
力
、
聴
力
、
既
往
歴

が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

問
建
設
水
道
課
管
理
係
☎（
６
２
）２
１
１
６

町
内
園
児
の
救
急
車
の
絵
を

展
示
し
て
い
ま
す

　
９
月
９
日
の
「
救
急
の
日
」
に
ち
な
ん

で
、
町
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
長
児

が
描
い
た
救
急
車
の
絵
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
期
間
／
９
月
28
日（
金
）ま
で

◆
会
場
／
中
央
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー

問
健
康
福
祉
課
保
健
衛
生
係

�

☎（
６
２
）２
１
１
４

森
ノ
宮
都
市
公
園
飲
料
用
自
動
販
売
機

設
置
事
業
者
募
集

　
森
ノ
宮
都
市
公
園
内
へ
の
飲
料
用
自
動

販
売
機
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
つ

き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
設
置
事
業
者

を
募
集
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法
／
申
込
用
紙
に
よ
り
体
育
セ

ン
タ
ー
受
付
期
間
内
に
提
出
（
申
込
用
紙

は
事
務
室
に
用
意
）

◆
申
込
受
付
期
間
／
９
月
18
日（
火
）～
28

日（
金
）

◆
設
置
場
所
／
森
ノ
宮
都
市
公
園
敷
地
内

に
１
台
を
設
置
予
定

◆
設
置
者
選
考
／
申
込
者
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
な
ど
に
よ
り
選
定

※
申
込
に
は
各
種
条
件
が
あ
り
ま
す
。
条

件
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
９
月
18
日（
火
）か

ら
要
項
・
申
込
用
紙
な
ど
を
掲
載
し
ま
す
。

問
教
育
文
化
課
体
育
振
興
係

�
☎（
６
２
）３
６
６
３

む
ら
や
ま
森
の
感
謝
祭
２
０
１
８
in
中
山

◆
日
時
／
10
月
６
日（
土
）９
時
半
～
13
時

◆
会
場
／
中
山
町
立
豊
田
小
学
校
体
育
館

◆
内
容
／
〇
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
土
橋
獅

子
踊
り
保
存
会
に
よ
る
演
舞
）、
○
森
づ

く
り
活
動
（
ヒ
メ
サ
ユ
リ
の
植
栽
、
９
月

20
日
ま
で
事
前
申
込
が
必
要
）、
〇
振
る

舞
い
コ
ー
ナ
ー
や
木
育
ブ
ー
ス
な
ど

問
村
山
地
域
森
の
感
謝
祭
実
行
委
員
会

事
務
局
（
村
山
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
）

�

☎
０
２
３（
６
２
１
）８
２
４
８

①�町道小見沢右岸線舗装補修工事に伴う通行止め

◆場所／小見地内
◆規制期間／
　９月25日（火）８時半～10月９日（火）８時半

　終日片側交互通行

　10月９日（火）８時半～26日（金）17時

　終日全面通行止め（歩行者、自転車も通行不可）

②�町道所部線舗装補修工事に伴う通行止め

◆場所／所部地内
◆規制期間／
　９月25日（火）８時半～10月５日（金）17時

　終日全面通行止め（歩行者、自転車も通行不可）

※①②とも工事終了時点で通行規制は解除します。

問建設水道課建設係☎（６２）２１１６

通行規制のお知らせ

通
行
規
制
箇
所 迂

回
路

迂
回
路

クレンズ
興産

クレンズ
興産

至 藤田至 藤田

迂回路迂回路

通
行
規
制
箇
所 所部公民館所部公民館

至 原至 原❶ ❷
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○藤田区
　公民館のエアコンを

整備しました。区民や

各種団体による公民館

の利用頻度も多くなり、

コミュニティ活動の拠

点として地域の活性化

が図られました。

○蛍水区自主防災会（蛍水区）
　災害時の備えとして、

防災倉庫及び防災備品

を整備しました。防災

訓練や避難所運営など

の自主防災会としての

活動が円滑に展開でき

るようになりました。

９
月
４
日
、県
立
博
物
館
の
プ
ラ
イ
ム

企
画
展
で
の
展
示
の
た
め
、ふ
れ
あ

い
会
館
の
ヤ
マ
ガ
タ
ダ
イ
カ
イ
ギ
ュ
ウ
模

型「
ぷ
く
ち
ゃ
ん
」が
運
び
出
さ
れ
ま
し
た
。

仰
向
け
の
状
態
で
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
固

定
さ
れ
、
運
搬
さ
れ
る
姿
を
見
て
い
る
う

ち
に
、
水
揚
げ
さ
れ
た
本
物
の
ダ
イ
カ
イ

ギ
ュ
ウ
が
市
場
か
ど
こ
か
に
運
ば
れ
て
い

く
の
を
眺
め
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
り

ま
し
た
。
つ
い
二
百
年
前
ほ
ど
ま
で
ス
テ

ラ
ー
カ
イ
ギ
ュ
ウ
が
生
き
て
い
た
こ
と
を

考
え
る
と
、ほ
ん
の
ち
ょ
っ

と
歴
史
が
違
っ
て
い
れ

ば
、今
で
も
い
ろ
い
ろ
な

海
牛
た
ち
が
泳
ぐ
姿
を

見
ら
れ
た
の
で
は
…
…

な
ど
と
考
え
て
し
ま
い

ま
す
。�

（
伊
藤
智
治
）

編
集
後記

　４年に一度の一大イベント、大江町民大

運動会が10月７日、総合体育施設で開催さ

れます。

　町民大運動会は昭和40年に第１回が実施

され、昭和61年からは現在のように４年に

一度開催されるようになりました。

　町民大運動会の目的は「スポーツを通じ

て地域の親睦と団結を図ること」です。全

国的に地域コミュニティが衰退していると

いわれる中で、町内各地区民が一堂に会し

ておこなわれる運動会は、地域の連携と親

睦を深める絶好の機会です。

　開催種目も、身体能力の高さを必要とし

ないレクリエーションに近い種目、年齢や

性別に関係なく誰でもおこなうことができ

楽しめる種目となっています。もちろん応

援のみの参加も可能です。一人でも多くの

方の参加をお待ちしています。

　なお、大江町体育協会支部単位での参加

となりますので、不明な点は、各地区の区

長、もしくは社会体育推進員へお問い合わ

せください。

第15回 大江町民大運動会の開催について

【競技種目／参加条件】
①お猿の駕

か ご
籠屋リレー／ 乗り手４名（小学４年生以上）、

担ぎ手オープン８名

②まり入れさせない／��65歳以上、1チーム（男女各10名×
２支部）

③力くらべ（綱引き）／一般男性20名、一般女性10名
④浮き輪フィッシング／オープン男女各５名
⑤幼児まりひろい／幼児
⑥宅配便リレー／ 10～60歳代の各年代の男性６名、女性６名
⑦混合リレー／�合計年齢300歳以上とする男女計８名、内

女性２名以上

　一般財団法人自治総合センターでは、地域社

会の健全な発展と住民福祉の向上を目的に、宝

くじ事業としてさまざまな社

会貢献事業をおこなっていま

す。今年度本町では、次の地

区がこの事業に採択されまし

たのでご報告します。

　義足や人工関節を使用している方、

内部障害や難病の方、または妊娠初期

の方など、外見からは分からなくても

援助が必要な方がいます。

　ヘルプマークを見かけたら、電車や

バスで席を譲る、困っていたら声をか

けるなど、思いやりのある行動をお願いします。

　また、ヘルプマークをご希望の方には役場健康福祉

課で無料で配付しますので、お問い合わせください。

問健康福祉課福祉係☎（６２）２２８５

ヘルプマークを知っていますか？
援助が必要な方のためのマークです

コミュニティ助成事業で
整備しました

▲前回大会の様子（平成26年）

15・広報おおえ

今月の納税　納期限10月１日（月）　お忘れなく！

国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料（普通徴収　第３期）



想い出の

My蔵品
まいぞうひん

皆さんの心に残る想い

出の品を、それにまつ

わるエピソードととも

にご紹介します。

★�皆さんの想い出の詰まった「宝物」はありませんか？　懐かしい写真、

　�長年愛用している道具、旅先で購入した記念の品など、なんでも結構です。

総務課情報システム係☎（６２）２１８７まで、ぜひお知らせください。

ご結婚おめでとう

　区名・出身地名　 　 氏 　 名

　小　釿　結城　翔太
　山　形　下田　礼佳
　木の沢　三浦　幹太
　木の沢　木村　春香

（

ご冥福を祈ります

区　名　　氏　名　  年齢

富　沢　堀　喜代吉（９２）
６　区　小國　なよ（９９）
　原　　佐藤　貞子（８５）
９　区　武田　元榮（８１）
藤　田　森谷　　弘（９２）
藤　田　鈴木　みゑ（９４）
９　区　海野　貞一（９４）
楢　山　東海林長三郎（８４）
９　区　金山とみゑ（９２）
９　区　志田嘉一郎（７１）
４　区　梅津惠美子（８８）
葛　沢　鈴木きくゑ（９７）
９　区　林　　忠逸（８６）

戸籍のまど
７月21日～８月20日受付分

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,261人（－13）

　　　男　4,105人（ー８）

　　　女　4,156人（ー５）

世 帯 数　2,928戸（ー４）

平成30年９月１日現在

№35

　この蓄音機は、大正時代に祖父が購入したものです。当時、
私が住んでいた小柳地区には電気がなかったので、明かりは石
油ランプでした。このような生活の中で、蓄音機はとても貴重
な物でした。ハンドルでゼンマイを巻くことで、レコードを回
転させる仕組みです。
　山村生活の中で何も娯楽もなかった時代ですから、村の皆さ
んがやって来て、浪曲、歌謡曲などを喜んで聞いてくれました。
また、当時、月布の秋祭り（風祭り）の時に演芸大会がありま
した。そのときに使用するために、地区の方が毎年この蓄音機
を借りに来ていました。
　私が小さい時、父は軍隊に行っていたため、祖父と一緒に生
活していました。蓄音機の使い方を祖父に教えてもらったこと
など、本当に懐かしく思い出します。
� （山崎　工藤吉藏）

▲�大正時代に工藤さんの祖父が購入
したという蓄音機。およそ百年も
の時間を経た今も、レコードを再
生することができます

（

▲�「祖父は珍しいもの好きで、
いろいろなものを買ってい
ました」と話す工藤さん

▲�当時のレコードも包装紙
と一緒に残っています
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※掲載を希望しない場合は、

　届け出の際にお申し出ください。


